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12かしはら市議会だより

一般質問
田
中　

か
ず
と
も

田
中　

か
ず
と
も

（
新
星
橿
原
）

成

年

後

見

制

度

（
市
町
村
長
に
よ
る
法
定
後

見
開
始
の
申
立
て
の
現
況
）

日
本
は
諸
外
国
に
例
を
見
な

い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
行
し

て
い
る
。
高
齢
者
が
増
え
、
様
々

な
要
因
で
生
活
に
困
る
人
が
増
え

る
と
予
想
さ
れ
る
中
、
本
市
は
、

ど
の
よ
う
な
体
制
で
高
齢
者
対
策

を
す
る
つ
も
り
か
。
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
い
う
命
題

に
取
り
組
ん
で
い
る
中
、
実
際
に
、

ど
こ
が
、
ど
う
い
っ
た
対
応
を
し

て
い
る
の
か
。

２
０
２
５
年
に
は
、
本
市
の

７５
歳
以
上
の
方
は
現
在
よ
り
約
６

千
人
増
加
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
き
め
細
か
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
１０
月
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
ブ
ラ
ン
チ
「
街
の
介
護

相
談
室
」
を
、
小
・
中
学
校
区
ご

と
に
再
編
配
置
し
た
。
地
域
か
ら

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
な
ど
様
々
な
相
談
も
受

け
付
け
て
い
る
。
問
題
を
抱
え
た

高
齢
者
が
い
る
な
ど
の
相
談
が
あ

っ
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
一
手
に
対
応

し
て
い
た
が
、
１０
月
か
ら
は
当
該

小
学
校
区
担
当
の
ブ
ラ
ン
チ
が
対

応
し
て
い
る
。
対
応
の
難
し
い
処

遇
困
難
ケ
ー
ス
等
に
は
、
必
要
に

応
じ
多
職
種
の
方
に
参
加
し
て
も

ら
い
ケ
ア
会
議
を
開
催
し
対
応
策

の
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
小
学
校

区
で
対
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス
は
、

中
学
校
区
単
位
で
、
そ
れ
で
も
結

論
が
出
な
い
場
合
は
、
市
あ
る
い

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
レ
ベ

ル
で
検
討
対
応
を
す
る
。

処
遇
の
困
難
な
ケ
ー
ス
と
は
、

具
体
的
に
は
ど
う
い
う
ケ
ー
ス
を

い
う
の
か
。

独
居
の
認
知
症
等
の
方
で
、

本
人
の
意
思
確
認
が
で
き
ず
、
財

産
や
権
利
の
保
全
が
で
き
な
い
ケ

ー
ス
で
、
民
生
委
員
か
ら
の
相
談

に
よ
り
対
処
す
る
場
合
が
多
い
。

次
に
、
放
置
さ
れ
た
認
知
症
等
の

方
で
、
家
族
か
ら
支
援
を
受
け
ら

れ
ず
生
活
に
困
る
場
合
で
あ
り
、

最
近
増
え
て
い
る
。
次
に
、
Ｄ
Ｖ

の
老
夫
婦
で
、
介
護
を
受
け
る
方

が
高
い
介
護
度
か
ら
意
思
疎
通
に

欠
け
、
不
満
を
伝
え
ら
れ
ず
拒
否

や
怒
り
、
結
果
、
介
護
者
が
手
を

上
げ
て
し
ま
う
が
、
本
人
は
Ｄ
Ｖ

と
は
認
め
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

ま
た
、
寝
た
き
り
の
親
と
社
会
性

に
乏
し
い
子
ど
も
の
世
帯
で
、
親

の
年
金
と
低
収
入
だ
け
だ
が
課
税

対
象
と
な
り
施
設
入
所
で
き
な
い

ケ
ー
ス
で
あ
る
。
処
遇
困
難
ケ
ー

ス
は
様
々
な
理
由
が
あ
り
、
対
処

方
法
に
苦
慮
し
て
い
る
。

認
知
症
の
高
齢
者
の
方
が
悪

質
な
業
者
か
ら
何
度
も
詐
欺
事
件

に
遭
う
と
い
う
相
談
等
を
受
け
る

こ
と
が
あ
る
。
当
事
者
の
方
の
権

利
の
確
保
と
い
う
点
に
お
い
て
、

市
は
ど
の
よ
う
な
方
策
を
と
っ
て

い
る
の
か
。

権
利
の
確
保
と
し
て
、
権
利

擁
護
事
業
と
成
年
後
見
人
制
度
利

用
支
援
事
業
が
あ
る
。
権
利
擁
護

事
業
は
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
が

実
施
主
体
の
事
業
で
、
当
該
本
人

も
し
く
は
後
見
人
と
の
契
約
で
、

県
社
協
と
市
社
協
と
の
三
者
契
約

に
よ
り
、
市
社
協
が
日
常
的
な
金

銭
の
管
理
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

身
動
き
の
困
難
な
人
の
年
金
に
子

ど
も
な
ど
が
手
を
つ
け
て
生
活
が

で
き
な
い
よ
う
な
場
合
、
本
人
も

し
く
は
後
見
人
と
社
協
が
契
約
し

て
通
帳
等
を
預
か
り
、
生
活
に
必

要
な
出
金
を
行
う
こ
と
で
生
活
の

手
助
け
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
一

方
、
成
年
後
見
人
制
度
利
用
支
援

事
業
は
、
利
用
者
の
意
思
表
示
が

ま
ま
な
ら
な
い
場
合
、
後
見
人
と

し
て
支
援
す
る
方
が
関
係
者
に
い

な
い
場
合
、
本
人
に
か
わ
っ
て
市

長
が
裁
判
所
に
申
し
立
て
を
行
い
、

成
年
後
見
人
等
を
選
任
し
て
も
ら

う
も
の
で
、
手
続
に
は
時
間
を
要

す
る
。
財
産
が
あ
れ
ば
後
見
人
の

弁
護
士
な
ど
に
支
払
う
報
酬
も
財

産
の
中
か
ら
支
払
わ
れ
る
が
、
財

産
が
な
い
方
に
は
、
後
見
人
の
報

酬
を
公
費
で
賄
う
。
こ
の
他
に
、

法
人
後
見
人
や
市
民
後
見
人
と
い

う
制
度
も
あ
る
が
、
実
施
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
今
後
、
勉
強
会
を

開
催
し
協
議
を
し
て
い
く
。

社
協
が
契
約
し
て
財
産
管
理

を
す
る
権
利
擁
護
制
度
と
、
市
長

に
よ
る
法
定
後
見
開
始
の
申
し
立

て
制
度
の
現
在
の
利
用
状
況
は
。

権
利
擁
護
契
約
の
継
続
件
数

は
、
１１
月
末
で
４２
件
あ
る
。
平
成

２５
年
度
１２
件
、
２６
年
度
１４
件
、
２７

年
度
１１
件
で
あ
る
。
成
年
後
見
人

市
長
申
し
立
て
制
度
の
利
用
件
数

は
、
平
成
２５
年
度
３
件
、
２６
年
度

２
件
、
２７
年
度
２
件
で
あ
る
。
後

見
人
の
報
酬
の
支
払
は
、
２６
年
度

１
件
、
２７
年
度
１
件
で
、
申
し
立

て
費
用
の
支
払
い
は
、
２６
年
度
の

２
件
で
あ
る
。

権
利
擁
護
契
約
は
、
継
続
件

数
が
意
外
に
多
い
と
い
う
印
象
を

受
け
る
。
１
人
の
後
見
人
が
担
当

で
き
る
数
は
３
〜
４
人
と
言
わ
れ

て
お
り
、
今
後
、
市
民
後
見
人
の

育
成
等
も
必
要
に
な
る
か
と
思
う

が
、
成
年
後
見
市
長
申
し
立
て
制

度
の
方
は
、
利
用
件
数
は
少
な
い
。

認
知
症
の
高
齢
者
が
増
加
し
て
い

る
状
況
の
中
、
全
国
の
自
治
体
全

体
で
は
年
間
５
千
件
程
度
の
申
し

立
て
が
あ
り
、
５
年
間
で
２
倍
に

増
え
て
お
り
、
本
市
で
も
増
え
る

と
推
察
す
る
が
、
こ
の
市
長
申
し

立
て
に
関
し
て
は
、
老
人
福
祉
法

第
３２
条
に
お
い
て
、「
福
祉
を
図

る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
」
と
い
う
要
件
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
少
し
曖
昧
な
要
件
に

な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
、
ど
の

よ
う
な
基
準
に
よ
っ
て
市
と
し
て

対
処
し
て
い
る
の
か
。

申
し
立
て
の
要
件
は
、
親
族

等
に
よ
る
法
定
後
見
の
開
始
の
審

判
等
の
請
求
を
行
う
こ
と
が
期
待

で
き
ず
、
市
町
村
長
が
本
人
の
保

護
を
図
る
た
め
に
審
判
の
請
求
を

行
う
こ
と
が
必
要
な
状
況
に
あ
る

場
合
を
い
う
。
こ
う
し
た
状
況
に

あ
る
方
に
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

や
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、

付
随
す
る
財
産
の
管
理
な
ど
日
常

生
活
上
の
支
援
が
必
要
と
判
断
さ

れ
る
場
合
、
審
判
の
請
求
を
行
う

か
否
か
を
検
討
す
る
も
の
と
考
え

る
が
、
ケ
ー
ス
ご
と
に
事
情
が
違

う
た
め
、
明
確
な
基
準
は
市
と
し

て
持
っ
て
い
な
い
。
法
に
お
い
て

融
通
の
き
く
条
文
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
現
場
の
柔
軟
な
対
応
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